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QA14  避難区域の見直しは、航空機モニタリングではなく、地上における詳細

モニタリングに基づいて行うべきではないでしょうか

 
 
 避難区域の見直しは、面的に放射線量を測定できる航空機モニタリングの結果を用いる

ことを基本としています。なお、航空機モニタリングの測定結果は、地上におけるモニタ

リング結果と概ね一致することを確認しています。 
 
(1) 航空機モニタリングは、地上における田畑や山林などの人や車によるモニタリングで

は測定しにくい場所も含め、面的に一定範囲における線量の平均値を測ることが可能

です。 
(2) このため、政府では、航空機モニタリングの測定結果をもとに、年間被ばく線量の推

定値を算出し、避難区域の見直しを行うことを基本としています。 
(3) なお、測定手法の違いによるバラツキはあるものの、航空機モニタリングの測定結果

（空間線量率）は、地上において NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータによ

り測定された結果と概ね一致することを確認しております。 

 
 
出典：復興庁「避難住民説明会等でよく出る放射線リスクに関する質問・回答集」より作

成 
出典の公開日：2012 年 12 月 25 日 
本資料への収録日：2013 年 1 月 16 日 
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